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納付金及び標準保険税率の算定について

 試算の状況
第１回試算 平成２８年１１⽉末
＜第１回試算後の課題（厚⽣労働省の検証）＞
① 市町村が作成した基礎データの誤り及び都道府県毎の推計⽅法のバラツキ
② 現⾏制度を前提に、仮係数を算定したため、新制度施⾏後の影響を分析しにくい
③ 試算結果を踏まえ、算定⽅法を改善のため、納付⾦等ガイドラインを⾒直しの検討が必要
④ 納付⾦等算定標準システムの機能改善が必要

第２回試算 平成２９年１⽉末
⇒現在、第２回試算の結果について、厚⽣労働省において試算の精度を全国的に検証中

第３回試算 平成２９年８⽉予定

 算定⽅法の検討

 都道府県が国の納付⾦等算定標準システムを活⽤して市町毎の納付額及び標準保険税率を試算
⇒厚⽣労働省へ試算結果を報告

 複数の試算結果から県と市町で適正な納付⾦、標準保険税率の賦課及び算定⽅法等について協議


